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１９７７年６月２０日、ガーヤトリー マントラに関するババの御講話

普遍の祈り

オーム、ブール ブヴァッ スヴァハ

タット サヴィトゥル ヴァレーンニャム

バルゴー デーヴァッスヤ ディーマヒ

ディヨー ヨー ナッ プラチョーダヤート

〔「ガーヤトリー マントラ」〕

ガーヤトリー マントラ（理知を照らすためのヴェーダの祈り）は、人類最古の聖典ヴェーダ〔「リ

グヴェーダ」3.62.10〕に収められている普遍的な祈りの言葉です。ガーヤトリー マントラは内なる超
越的な神に向けられており、その神には「サヴィタ」という名前が付けられています。サヴィタには

「このすべてがそこから生じたところ」という意味があります。ガーヤトリー マントラには三つの部

分があると考えられています。それは（１）賞賛、（２）瞑想
めいそう

、（３）祈りです。この神は、まず賞賛

され、次に畏敬
い け い

の念をもって瞑想され、最後に人間の識別の機能である理知を目覚めさせ、強めてく

ださいと請願されます。

ガーヤトリー マントラは、ヴェーダ シャラ、すなわち「ヴェーダの教えの真髄」であると考えら

れています。ヴェーダは英知を意味し、この祈り〔ガーヤトリー マントラ〕は英知をもたらす力を育
はぐく

み、研ぎ澄まします。実際、ガーヤトリー マントラには、四つのヴェーダに収められている四大格言
マハーヴァーキャ

、

すなわち「四つの核となる宣言」が含まれています。

人には皆、四つの誕生日がある

ガーヤトリー マントラは、通常、夜明けと正午と夕暮れに唱えられています。けれども、神は時間

を超越していますから、私たち〔人間〕が夜明けや夕暮れについて言及するのは、私たちには〔時間

的〕制約があるからにすぎません。私たちが太陽から遠ざかるときが夕暮れであり、私たちが太陽の

光の中に入るときが夜明けです。つまり、この祈りを唱えるのに、三つの時間帯に縛られる必要はな

いのです。ガーヤトリー マントラは、いつでも、どこでも唱えてかまいませんが、心の清らかさだけ

は確保しなければなりません。私は皆さん方、若い人たちに、入浴時にガーヤトリー マントラを唱え

ることを勧めます。安っぽく、神聖を汚すような映画の主題歌は歌わずに、ガーヤトリー マントラを

唱えなさい。入浴の際には体を清めますが、心と理知も清めるようにするのです。入浴時のほかにも、

毎回食事の前、眠りから目覚めたとき、そして、床に就くときにも、努めてガーヤトリー マントラを

唱えるようにしなさい。加えて、最後に「シャーンティ」と三回唱えなさい。そうすれば、あなたの

体と心と魂という三つの存在に、シャーンティ、すなわち平安をもたらしてくれるからです。

人には皆、四つの誕生日があります。最初の誕生日は、母親の胎内から生まれたときであり、神聖
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なものでも、神聖でないものでもないまま、もっぱら食べ物と住むところを切望します。第二の誕生

日は、暗闇から光明へと到るために霊的な学習を始めたときです。第三の誕生日は、真我顕現に到達

するために、聖賢
リ シ

たちによって提起された戒律を習得し、智慧を得たときです。四番目にして最後の

誕生日は、自分の真の実体を悟り、ブラフマンに融合したときです。

決してガーヤトリー マントラをやめてはならない

ヤグニョーパヴィータ（聖紐
せいちゅう

）は清らかさの象徴であり、もし皆さんが生涯のヤグニャに参加した

いと望むなら、必要となるものです。人生は、より高いもののためにより低いものを、大きなものの

ために小さなものを捧げる、一続きの犠牲です。ウパナヤナという、この入門式に付けられた名前は、

もう一つの目を授与することを意味します。皆さんの二つの目には、皆さんに魂の領域の壮大さや壮

麗さを明かすことは不可能です。二つの目は、物質世界と、そこでのつかの間のアトラクションに焦

点を合わせます。そのため、ガーヤトリー マントラは、内なる目を開いてブラフマンを実感認識する

ことができるよう、第三の目として皆さんに授けられたのです。

ガーヤトリーは、皆さんが一生守らなければならない宝です。もし、今〔ババによる伝唱の後〕、ま

だガーヤトリー マントラの音を正しくつかめていないなら、自分の両親や、自分の家のお坊さんから

教わりなさい。おそらく、他の人たちはガーヤトリー マントラを知らないか、非難に値する怠慢によ

り忘れてしまったかも知れません。ですから、私はそのような人たちに、皆さんからガーヤトリー マ

ントラを習うよう求めます。

決してガーヤトリー マントラをやめてはなりません。他のマントラは、やめても、無視してもかま

いませんが、ガーヤトリー マントラは少なくとも一日数回唱えるべきです。ガーヤトリー マントラ

は、あなたがどこにいても、旅行しているときも、家で働いているときも、あなたを危害から守って

くれます。西洋人はガーヤトリー マントラによって生み出されるバイブレーションを調査して、ガー

ヤトリー マントラがヴェーダで規定されている通りの正しいアクセントで唱えられると周囲が目に見

えて光に満ちあふれてくることを発見しました。つまり、ガーヤトリー マントラを唱えるとき、ブラ

フマプラカーシャ、すなわち神の光輝が、あなたに降り注ぎ、あなたの理知を照らし、あなたの道を

明るくしてくれるのです。ガーヤトリーは、アンナプールナー〔食を与える女神〕、すなわち聖母であ

り、すべての命を生かす維持力です。ですから、ガーヤトリーをおろそかにしてはなりません。

年長者や僧侶たち、すなわちこのマントラの保管者たちは、ガーヤトリー マントラを見て見ぬふり

をしてきました。けれども、皆さんには、この国の偉大な文化の継承者、そして守護者として、ガー

ヤトリー マントラを保持し、ガーヤトリー マントラの効力と価値を実証するということにおいて、

大きな責任があるのです。

１９７７年６月２０日、ウパナヤナ、ブリンダーヴァンにて
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